
オーボエとギターに誘われて音の森

ヴィヴァルディ：オーボエ・ソナタ ハ長調　RV48

チマローザ：オーボエ協奏曲

ラヴェル：ハバネラ形式の小品

モリコーネ（鈴木大介編）：ニュー・シネマ・パラダイス

ピアソラ：タンゴの歴史より「カフェ 1930」

ピアソラ：リベルタンゴ

猿谷紀郎：音の風韻

ジョビン（鈴木大介編）：イパネマの娘

マシャド：ブラジル民謡曲集より

＊都合により曲目の一部を変更する場合があります。予めご了承ください。
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古部賢一＆鈴木大介
デュオ・リサイタル

茨木市文化振興財団第176回公演 火曜日の音楽サロン Vol.28



1968年大阪生まれ。東京芸術大学卒業後、ミュンヘン音楽大学

大学院にてG.パッシンに師事。また、S.ゴールドベルグにも薫陶

を受ける。 1991年、小澤征爾率いる新日本フィルハーモニー

交響楽団の首席オーボエ奏者に就任。NDR、ミラノ・スカラ弦楽

合奏団を始めとした国外のオケ、室内管等にソリストや客演首席

奏者としてしばしば招かれている。E.パユ、P.メイエ、樫本大進、

諏訪内晶子、C.ショルンスハイム等、国内外に共演者多数、絶大な

支持を得ている。近年には古楽器奏者としても活動し、また、現代

作品においても日本を代表する作曲家 林光 のソナタを自ら

委嘱・初演した。また、クラシックにとらわれず多彩な共演者との

コラボレーションも展開している。東京音大、相愛音大非常勤講師。

ソニー国際オーボエコンクール・軽井沢、日本音楽コンクール

の審査員を務めるなど後進の指導にもあたっており、2012年夏に

はミュンヘン音楽大学より招かれマスタークラスを行った。

作曲家の武満徹から「今までに聴いたことがないようなギタリスト」

と評されて以後、新しい世代の音楽家として常に注目され続けて

いる。マリア・カナルス国際コンクール第3位、アレッサンドリア市

国際ギター・コンクール優勝など数々のコンクールで受賞。武満

徹、池辺晋一郎、猿谷紀郎、西村朗、伊佐治直、林光ら、多くの

作曲家による新作を初演しているほか、都立現代美術館、国立

新美術館、ブリヂストン美術館など美術館でのコンサートも数多く

行っている。斬新なレパートリーと新鮮な解釈によるアルバム

制作はいずれも高い評価を受け、2005年度芸術祭優秀賞

(レコード部門)を受賞。ピアソラ没後20年となる2012年に、世界

でも例を見ない多重録音による「タンゴ組曲」を収録した「アディ

オス・ノニーノ～アストル・ピアソラ作品集」をリリース。第10回出光

音楽賞、平成17年度芸術選奨文部科学大臣新人賞受賞。洗足

学園音楽大学客員教授。横浜生まれ。　

ブログ http://daisukesuzuki.at.webry.info/

そんな音の森の森林浴はいかがでしょう

緑の木立　　吹き抜ける風はオーボエとギターの重奏

古部賢一と鈴木大介がご一緒します　

―

至京都

JR茨木駅

JR茨木駅から東へ徒歩10分。阪急茨木市駅から西へ徒歩10分。
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